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今月の内容 ●マグネシウム合金複合材料の曲げ加工 

●炭 素 材 料 

●開発が望まれる介護予防用具 
●光触媒のホルムアルデヒド分解性能の試験方法 

 
低環境負荷社会を実現するための一環と

して、自動車等の輸送機器及び産業機器等の

軽量化と高効率化が必要不可欠であり、循環

型軽量材料であるマグネシウム(Mg)合金の機

械的・熱的特性、耐食性、塑性加工性などの

機能強化が求められています。 

Mg 合金は、アルミニウム合金、チタン合

金に比べ熱的・機械的性質に劣り、構造部材

への適用も、低い耐力と弾性率からあまり進

んでいない状況です。これら諸特性の改善方

法の一つとして、セラミックスとの複合化に

よる強度、弾性、耐熱性、耐磨耗性の向上が

考えられます。しかしながら、Mg 合金は結

晶構造が最密六方晶であるため、室温では底

面すべり以外のすべりが生じにくく、塑性加

工が困難な材料です。その複合材料に至って

は、硬くて延性が著しく低く塑性加工が難し

い面があります。そのため、Mg 合金の上記

の特性の向上と相まって、塑性加工プロセス

の確立を図ることは、複合材料の用途開発を

図る上で重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

図 試験温度と引張強さ及び伸びの関係 

 

 

 

 
図は、AZ31B(Mg-3%Al-1%Zn)合金に 0.6μm 

SiC 粒子を粒子体積率(Vf)で 17%添加した複

合材料を、厚さ 1mm に圧延したものの高温引

張試験結果を示します。試験温度が上昇する

と、引張強さの低下と伸びの増大が起こり、

400℃以上の温度領域で塑性加工を行えば、

小さな変形応力と大きな延性により容易に成

形が可能と考えられます。 

この温度条件で粒子体積率の異なる複合

材料の圧延板材を作製し、高温 3 点曲げ試験

を行いました。曲げ半径 5mm、曲げ角度

160°の比較的緩やかな条件では、Vf9.6%複

合材は 275℃と低い温度域で、Vf17%複合材

では 350℃以上で曲げ加工ができました。ま

た、曲げ角度 180°では、いずれの複合材料

も 400～450℃で均一な変形と微細クラック

のない曲げ加工ができました。写真は、曲

げ試験した AZ31B 合金及び複合材料の外観を

示します。しかし、加工温度を 500℃以上に

すると、一部溶融による破断や著しい表面の

酸化が見られました。 
 
 
 

写真 AZ31B 及び複合材料の曲げ試験結果 

ここでは、温度条件について調べました

が、その他に高温下での変形応力、変形速度

及び伸びなどの温度依存性を知ることは塑性

加工を行う上で重要です。 
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